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EXTEND2010 に基づく平成 27 年度第 1 回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 

15.09.08 

 資料 ４  

    

平成 26年度及び平成 27年度化学物質の内分泌かく乱作用に関する公開セミナー 

（EXTEND2010） 

開催報告(案) 

 

Ⅰ．平成 26年度 

１．背景 

化学物質の内分泌かく乱作用（いわゆる「環境ホルモン」）については、平成 22 年 7 月

に環境省が「化学物質の内分泌かく乱作用に関する今後の対応― EXTEND2010 ―」を取

りまとめた。これに基づき、現在試験法の開発、評価の枠組みの確立、作用・影響評価の

実施、野生生物への影響等に関する研究などを進めている。 

「化学物質の内分泌かく乱作用に関する公開セミナー」は、これまでに実施してきた化

学物質の内分泌かく乱作用に関する調査研究の成果等について、専門家や市民の方々へ広

くお知らせすることを目的として、平成 22 年度より開催してきた。 

今回の公開セミナーでは、欧米における化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討の

状況等について、米国及びフランスから講師をお招きして講演を行うとともに、国内で

進めている試験法開発や取組の現状を報告する。 

 

２．概要 

日時    ：平成 27 年１月 15 日（木）13:00～16:30 

会場    ：浜離宮朝日ホール・小ホール 

〒104-8011 東京都中央区築地 5-3-2 朝日新聞東京本社・新館 2 階 

主催    ：環境省 

一般参加者数：96 名（応募時 114 名） 
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３．プログラム 

13:00 開会（環境省） 

13:10 欧州における内分泌かく乱問題に関する最新情報 

Dr. Dominique Gombert（フランス食品環境労働衛生安全庁（ANSES）） 

14:00 米国環境保護庁の内分泌かく乱化学物質スクリーニングプログラム：優先順位

付けやスクリーニングにおける計算科学的手法の利用 

Dr. Scott Lynn（米国環境保護庁（US EPA）） 

15:10 化学物質の内分泌かく乱作用に対する環境省の取組の現状 

加藤拓馬（環境省環境保健部環境安全課） 

15:25 内分泌かく乱作用に関する試験法の開発状況 

井口 泰泉（自然科学研究機構） 

16:00 ツメガエル変態アッセイを用いた甲状腺ホルモンかく乱化学物質のスクリー

ニングシステム開発 

柏木昭彦（広島大学） 

16:30 閉会（環境省） 

 

４．内容 

プログラムに従い、欧州における化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討の状況、

米国における化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討の状況が説明された。 

休憩をはさみ、環境省より「化学物質の内分泌かく乱作用に対する環境省の取組み

の現状」として、環境省による取組の現状の概要、内分泌かく乱作用に関する試験法

の開発状況が説明されたのち、国内で進めている関連研究として、化学物質の内分泌

かく乱作用に関する基盤的研究のなかの一つの研究課題における成果の概要が説明さ

れた。 

開催報告及び講演資料については、以下の URL*で公開している。当日使用された

パワーポイント資料(スライド)に演者の口頭での説明を添付した。（別紙１参照） 
＊http://www.env.go.jp/chemi/end/extend2010/seminar/seminar2014/index.html 

 

５．アンケート 

出席者より提出されたアンケートの集計結果概要を添付した。（別紙２参照） 

 

６．平成 27年度の開催 

平成 26 年度のアンケート結果等を踏まえ、内容等について一部見直しを行った上で、

平成 27 年度も公開セミナーを開催することを検討することとした。 
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Ⅱ．平成 27年度 

１．背景 

化学物質の内分泌かく乱作用（いわゆる「環境ホルモン」）については、平成 22 年 7 月

に環境省が「化学物質の内分泌かく乱作用に関する今後の対応― EXTEND2010 ―」を取

りまとめた。これに基づき、現在試験法の開発、評価の枠組みの確立、作用・影響評価の

実施、野生生物への影響等に関する研究などを進めている。 

「化学物質の内分泌かく乱作用に関する公開セミナー」は、これまでに実施してきた化

学物質の内分泌かく乱作用に関する調査研究の成果等について、専門家や市民の方々へ広

くお知らせすることを目的として、平成 22 年度より開催してきた。 

今回の公開セミナーでは、米国から 2 人の講師をお招きして、化学物質の内分泌かく

乱作用に関する検討の状況等について、専門的な観点から講演いただくとともに、欧州

や国内で進めている取組についても報告する。 

 

２．概要 

日時    ：平成 27 年 8 月 20 日（木）13:00～16:45 

会場    ：東京国際交流館 プラザ平成 3 階 国際交流会議場 

〒135-8630 東京都江東区青海 2 丁目 2 番地 1 号 

主催    ：環境省 

一般参加者数：120 名（応募時 139 名） 
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３．プログラム 

13:00 開会（環境省） 

13:05 DOHaD：人生のよきスタートは生涯に渡って影響する 

Dr. Linda Birnbaum（米国環境健康科学研究所（NIEHS）） 

13:55 米国環境保護庁による近年の内分泌かく乱化学物質（EDCs）に関するいくつ

かの主要な研究の概要 

James M. Lazorchak（米国環境保護庁(USEPA）） 

15:05 「シグナル毒性」の概念の、内分泌攪乱化学物質問題や関連する「低用量、早

期暴露-遅発影響」型の毒性の研究計画への導入について 

菅野 純（国立医薬品食品衛生研究所毒性部長） 

15:55 内分泌かく乱化学物質を同定するためのクライテリア及び波及する諸影響に

関する欧州連合会議 

川嶋之雄（日本エヌ・ユー・エス株式会社） 

16:25 化学物質の内分泌かく乱作用に対する環境省の取組の現状 

加藤拓馬（環境省環境保健部環境安全課） 

16:45 閉会（環境省） 

 

４．内容 

プログラムに従い、米国におけるヒト健康に対する化学物質の内分泌かく乱作用に

関する検討の状況、米国における魚類に対する生物化学物質の内分泌かく乱作用に関

する検討の状況が説明された。 

休憩をはさみ、我が国から、厚生労働省における化学物質の内分泌かく乱作用に関

する検討の状況及びヒト健康に対する影響を把握するための最新の研究内容が説明さ

れたのち、事務局から欧州における化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討の状況、

環境省から環境省の取組の現状の概要を説明した。 

開催報告及び講演資料については、ホームページで公開する予定である。 

 

５．アンケート 

出席者より提出されたアンケートの集計結果概要を添付した。（別紙３参照） 

 

６．平成 28年度の開催 

平成 27 年度のアンケート結果等を踏まえ、内容等について一部見直しを行った上で、

平成 28 年度も公開セミナーを開催することを検討する。 
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（別紙１） 

平成 26 年度公開セミナーで使用されたスライドへの演者の口頭での説明の添付（例） 

 

欧州における内分泌かく

乱問題に関する最新情報 

Dr. Dominique Gombert

（フランス食品環境労働

衛生安全庁（ANSES）） 
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米国環境保護庁の内分泌

かく乱化学物質スクリー

ニングプログラム：優先順

位付けやスクリーニング

における計算科学的手法

の利用 

Dr. Scott Lynn（米国環境

保護庁（US EPA）） 

 
化学物質の内分泌かく乱

作用に対する環境省の取

組の現状 

加藤拓馬（環境省環境保健

部環境安全課） 

 



7 

 

内分泌かく乱作用に関す

る試験法の開発状況 

井口 泰泉（自然科学研究

機構） 

 

ツメガエル変態アッセイ

を用いた甲状腺ホルモン

かく乱化学物質のスクリ

ーニングシステム開発 

柏木昭彦（広島大学） 
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（別紙２） 

 

I. 貴方の属性に関する以下の質問について、該当する番号に○を付けてください。 

 

Q1 あなたの性別を教えてください。（回答 81名 無回答 0名） 

Q2 あなたの年齢を教えてください。（回答 80名 無回答 1名） 

3 名
5 名

6 名

31 名

20 名

2 名

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

 

男性 56 名 

3 名

5 名

4 名

1 名

0 名

0 名

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

 

女性 10 名 

 

Q3 ご所属を以下からお選びください。（回答 81名、無回答 0名） 

59 名

9 名

2 名

3 名

3 名

1 名 3 名
1 名

①企業

②業界団体

③地方自治体などの行政機関

④NPO・NGOなどの非営利団体

⑤特殊法人・独立行政法人など

⑥大学等研究機関

⑦報道機関

⑧その他

 

⑧その他の回答 

研究 OB：1 名 
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II. 今回開催したセミナーに関する以下の質問について、該当する番号に○を付けて下さ

い。 

 

Q4 講演の満足度をお答えください。 

Q4-1 欧州における内分泌かく乱問題に関する最新情報（回答 80名 無回答 1名） 

15 名

55 名

8 名

2 名
0 名

0 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 

Q4-2 米国環境保護庁の内分泌かく乱化学物質スクリーニングプログラム：優先順位付けやスクリーニ

ングにおける計算科学的手法の利用（回答 77名 無回答 4名） 

7 名

48 名

16 名

3 名

3 名
0 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 

Q4-3 内分泌かく乱作用に関する試験法の開発状況（回答 69名 無回答 12名） 

14 名

37 名

11 名

1 名

0 名

6 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加
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Q4-4 ツメガエル変態アッセイを用いた甲状腺ホルモンかく乱化学物質のスクリーニングシステム開発 

（回答 61名 無回答 20名） 

3 名

35 名

15 名

1 名

1 名
6 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 
Q4-5 全体として（回答 63名 無回答 18名） 

9 名

46 名

5 名
3 名

0 名
0 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 
 

Q5 本日の講演に関してご意見・ご感想がありましたら記載してください。（回答 30 名 無回答 51

名） 

※自由回答により、略。 
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III. セミナーの開催に関する以下の質問について、該当する番号に○を付けてください。 

 

Q6 今回開催したセミナーの運営や対応はいかがでしたか。（回答 70名 無回答 11名） 

6 名

44 名

20 名

0 名 0 名

①非常によかった

②よかった

③ふつう

④あまりよくなかった

⑤悪かった

 

 

Q7 今回開催したセミナーを知った経緯を以下からお選びください。（回答 81名 無回答 0名） 

0

40 名

0 名
0 名

6 名

5 名
1 名

1 名

9 名

0 名

15 名

2 名

2 名
0 名

0 名 ①ホームページ

環境省

その他

②メールマガジン

（環境省）

（ケミマガ）

（化成協）

（産環協）

（無回答）

③業務上の取引先等からの紹介

④所属する業界団体からの紹介

⑤同業他社からの紹介

⑥知人・友人からの紹介

⑦新聞・雑誌

⑧その他

 

 

Q8 化学物質の内分泌かく乱作用についてのセミナーは必要だと思いますか。（回答 80 名 無回答 1

名） 

①はい 72 

②いいえ 2 

③どちらでもいい 6 
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Q9 （Q8で①はいと答えた方）今後、化学物質の内分泌かく乱作用に関連して、どのような内容のセ

ミナーを希望されますか。（回答 52名 無回答 20名） 

※自由回答により、略。 

 

IV. その他、環境中の化学物質に関する環境省の取組についてのご意見・ご要望等があり

ましたら記載して下さい。（回答 7名 無回答 74名） 

※自由回答により、略。 
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（別紙 3） 

 

I. 貴方の属性に関する以下の質問について、該当する番号に○を付けてください。 

 

Q1 あなたの性別を教えてください。（回答 79 無回答 0） 

Q2 あなたの年齢を教えてください。（回答 79 無回答 0） 

3 名
6 名

11 名

29 名

18 名

2 名

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

 

男性 69 名 

1 名

4 名

1 名

1 名

3 名
0 名

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

 

女性 10 名 

 

Q3 ご所属を以下からお選びください。（回答 79名、無回答 0名） 

55 名

9 名

1 名

5 名

5 名

1 名 1 名
2 名

①企業

②業界団体

③地方自治体などの行政機関

④NPO・NGOなどの非営利団体

⑤特殊法人・独立行政法人など

⑥大学等研究機関

⑦報道機関

⑧その他

 

⑧その他の回答 

生協：1 名 

元独立行政法人：1 名 
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II. 今回開催したセミナーに関する以下の質問について、該当する番号に○を付けて下さ

い。 

 

Q4 講演の満足度をお答えください。 

Q4-1 DOHaD：人生のよきスタートは生涯に渡って持続する（回答 78名 無回答 1名） 

20 名

43 名

12 名

1 名
1 名 1 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 

 

Q4-2 米国環境保護庁の過去及び現在の内分泌かく乱化学物質（EDCs）に関するいくつかの主要な調

査研究の概要（回答 78名 無回答 1名） 

 

 

 

13 名

44 名

16 名

4 名

0 名
1 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加
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Q4-3 「シグナル毒性」の概念の、内分泌攪乱化学物質問題や関連する「低用量、早期暴露－遅発影響」

型の毒性の研究計画への導入について（回答 70名 無回答 9名） 

20 名

38 名

8 名

2 名

2 名

0 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 

 

Q4-4 内分泌かく乱化学物質に関する欧州連合会議参加報告（回答 63名 無回答 16名） 

19 名

33 名

10 名

1 名

0 名
0 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加

 

 

Q4-5 全体として（回答 61名 無回答 18名） 

14 名

42 名

5 名 0 名

0 名
0 名

①大いに役に立った

②役に立った

③どちらとも言えない

④あまり役に立たなかった

⑤役に立たなかった

⑥不参加
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Q5 本日の講演に関してご意見・ご感想がありましたら記載してください。 

※自由回答により、略。 

 

III. セミナーの開催に関する以下の質問について、該当する番号に○を付けてください。 

 

Q6 今回開催したセミナーの運営や対応はいかがでしたか。（回答 65名 無回答 14 名） 

7 名

38 名

17 名

3 名 0 名

①非常によかった

②よかった

③ふつう

④あまりよくなかった

⑤悪かった

 

＜どのような点が？＞ 

※自由回答により、略。 

 

Q7 今回開催したセミナーを知った経緯を以下からお選びください。（回答 76名 無回答 3名） 

0 名

40 名

0 名
0 名

7 名

4 名

4 名

1 名

1 名

4 名

0 名

9 名

0 名 6 名

0 名

0 名

①ホームページ

環境省

その他

②メールマガジン

（環境省）

（ケミマガ）

（NITE）

（みずほ総研）

（ELNET）

（無回答）

③業務上の取引先等からの紹介

④所属する業界団体からの紹介

⑤同業他社からの紹介

⑥知人・友人からの紹介

⑦新聞・雑誌

⑧その他
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Q8 化学物質の内分泌かく乱作用についてのセミナーは必要だと思いますか。（回答76名 無回答3名） 

 

70 名

1 名

5 名

①セミナーは必要

②セミナーは必要ない

③どちらでもいい

 

 

Q9 今後、化学物質の内分泌かく乱作用に関連して、どのような内容のセミナーを希望されますか。 

※自由回答により、略。 

 

Ⅳ その他、環境中の化学物質に関する環境省の取組についてのご意見・ご要望等がありましたら記載してく

ださい。 

※自由回答により、略。 

 


